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岡
島
昭
浩
教
授
略
歴

　
　
〈
学
歴
〉

一
九
七
九
年
三
月　
　

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
卒
業

一
九
八
三
年
三
月　
　

九
州
大
学
文
学
部
文
学
科
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
）
卒
業

一
九
八
六
年
三
月　
　

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
）
修
了

一
九
八
七
年
三
月　
　

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
）
中
退

　
　
〈
職
歴
〉

一
九
八
七
年
四
月　
　

九
州
大
学
助
手
（
文
学
部
国
語
学
国
文
学
講
座
）

一
九
八
九
年
四
月　
　

京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
講
師

一
九
九
二
年
四
月　
　

京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
助
教
授

一
九
九
五
年
四
月　
　

福
井
大
学
助
教
授
（
教
育
学
部
・
国
語
科
）（
二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
教
育
地
域
科
学
部
・
言
語
教
育
講
座
）

　

二
〇
〇
二
年
四
月　

大
阪
大
学
助
教
授
（
併
任
）（
文
学
研
究
科
国
文
学
・
東
洋
文
学
講
座
）

二
〇
〇
二
年
一
〇
月　

大
阪
大
学
助
教
授
（
文
学
研
究
科
国
文
学
・
東
洋
文
学
講
座
）（
二
〇
〇
七
年
四
月
よ
り
准
教
授
）

二
〇
一
〇
年
四
月　
　

�

大
阪
大
学
教
授
（
文
学
研
究
科
国
文
学
・
東
洋
文
学
講
座
）（
二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
人
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
日
本

語
史
学
講
座
）

二
〇
二
六
年
三
月　
　

大
阪
大
学
定
年
退
職

　
　
〈
非
常
勤
講
師
歴
〉

中
村
学
園
短
期
大
学
、
九
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
、
福
岡
教
育
大
学
、
京
都
府
立
医
科
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
、
花
園
大
学
、
甲
南

70



女
子
大
学
、
姫
路
獨
協
大
学
、
岡
山
大
学
、
京
都
府
立
大
学
、
京
都
大
学
、
九
州
大
学
、
京
都
産
業
大
学

　
　
〈
学
会
等
役
員
〉

日
本
語
学
会	

大
会
企
画
運
営
委
員
、
情
報
電
子
化
委
員
、
電
子
情
報
委
員
、
常
任
査
読
委
員
、
評
議
員
、
広
報
委
員
（
委
員
長
）

訓
点
語
学
会	
委
員

国
語
語
彙
史
研
究
会	
幹
事
、
庶
務
主
任

国
立
国
語
研
究
所	

共
同
研
究
員
、
外
部
評
価
委
員

国
文
学
研
究
資
料
館	

資
料
調
査
員

懐
徳
堂
記
念
会	

理
事
、
事
務
局
長
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岡
島
昭
浩
教
授
業
績
目
録

〈
著
書
〉

（
共
著
）『
日
本
語
源
大
辞
典
』
前
田
富
祺
監
修	

二
〇
〇
五
年
四
月	

小
学
館

（
共
著
）『
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
2　

語
彙
史
』	

二
〇
〇
九
年
一
一
月	

岩
波
書
店

〈
論
文
〉

元
禄
時
代
に
於
け
る
字
音
Ｍ
尾
Ｎ
尾
の
発
見
―
中
村
惕
斎
の
「
韻
学
私
言
」
―	

一
九
八
六
年
九
月	

『
文
献
探
究
』
一
八　

文
献
探
究
の
会

近
世
唐
音
の
重
層
性	

一
九
八
七
年
六
月	

『
語
文
研
究
』
六
三　

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

元
禄
期
の
字
音
仮
名
遣
の
一
例
―
中
根
元
圭
序
『
筌
蹄
集
』
の
ワ
行
仮
名
と
唇
音
韻
尾
―	

一
九
八
七
年
九
月	

『
文
献
探
究
』
二
〇　

文
献
探
究
の
会

文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
―
『
磨
光
韻
鏡
』
華
音
の
十
七
転
十
九
転
ム
表
記
の
意
味
―	

一
九
八
八
年
二
月	

『
文
学
研
究
』
八
五　

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

『
は
ま
お
き
』
解
題	

一
九
八
九
年
二
月	

奥
村
三
雄（
編
）『
九
州
方
言
の
史
的
研
究
』　

桜
楓
社

指
微
韻
鏡
私
抄
略
の
刊
本
―
寛
文
九
年
刊
『
韻
鏡
秘
伝
抄
』
―	

一
九
八
九
年
六
月	

『
奥
村
三
雄
先
生
退
官
記
念
国
語
学
論
叢
』　

桜
楓
社

唐
音
語
存
疑	

一
九
九
〇
年
三
月	

『
文
献
探
究
』
二
五　

文
献
探
究
の
会

近
世
唐
音
の
清
濁	

一
九
九
二
年
三
月	

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
八
八　

訓
点
語
学
会

武
家
共
通
語
と
謡
曲	

一
九
九
六
年
一
月	

『
雅
俗
』
三　

雅
俗
の
会

漢
語
資
料
と
し
て
の
詩
学
書
―
『
詩
語
砕
金
』
を
例
と
し
て
―	

一
九
九
九
年
六
月	

�『
語
文
研
究
』
八
六
・
八
七　

九
州
大
学
国
語
国
文

学
会

（
共
著
）『
西
国
立
志
編
』
の
漢
語
―
左
傍
訓
を
有
す
る
漢
字
語
彙
と
そ
の
索
引
― 	
二
〇
〇
〇
年
一
二
月	

�『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要 

第
Ⅰ
部 

人
文

科
学 

国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
語
学
編
』
五
一　

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部

（
共
著
）『
西
国
立
志
編
』
の
漢
字
語
彙
―
英
語
片
仮
名
表
記
を
有
す
る
漢
字
語
彙
と
そ
の
索
引
―

72



	

二
〇
〇
一
年
三
月	

『
国
語
国
文
学
』
四
〇　

福
井
大
学

江
戸
期
韻
学
に
お
け
る
『
音
韻
日
月
燈
』	

二
〇
〇
一
年
三
月	

�

高
田
時
雄
（
編
）『
明
清
時
代
の
音
韻
学
』　

京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所

元
禄
の
辞
書	

二
〇
〇
一
年
四
月	

�

井
上
敏
幸
・
上
野
洋
三
・
西
田
耕
三
（
編
）『
元
禄

文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』　

世
界
思
想
社

半
濁
音
名
義
考	

二
〇
〇
一
年
四
月	

迫
野
虔
徳
（
編
）『
筑
紫
語
学
論
叢
』　

風
間
書
房

「
言
海
採
収
語
…
類
別
表
」
再
読	

二
〇
〇
三
年
三
月	

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
二
十
二
』　

和
泉
書
院

大
矢
透
以
前
の
大
為
爾	

二
〇
〇
三
年
一
一
月	

『
国
語
文
字
史
の
研
究
七
』　

和
泉
書
院

大
矢
透
以
前
の
史
的
五
十
音
図
研
究	

二
〇
〇
四
年
六
月	

『
語
文
』
八
二　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

『
俚
言
集
覧
』『
増
補
俚
言
集
覧
』
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て	

二
〇
〇
六
年
五
月	

�

筑
紫
国
語
学
談
話
会
（
編
）『
筑
紫
語
学
論
叢
Ⅱ
』　

風
間
書
房

『
今
昔
物
語
集
』
の
「
東
烏
」
と
「
東
雁
」
―
『
俚
言
集
覧
』・
芥
川
龍
之
介
「
偸
盗
」・
方
言
意
識
史
の
中
で
―

	

二
〇
〇
六
年
一
二
月	

『
待
兼
山
論
叢 

文
学
篇
』
四
〇　

大
阪
大
学
文
学
会

〈
五
音
歌
〉
の
変
容
─
外
郎
売
り
と
姓
名
判
断
―	

二
〇
〇
八
年
三
月	

�

飯
倉
洋
一
（
編
）『
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
』　

大

阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

出
典
未
詳
の
四
字
熟
語
「
屍
山
血
河
」	

二
〇
一
〇
年
三
月	

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
二
十
九
』　

和
泉
書
院

寺
尾
東
海
の
韻
学
と
荻
生
徂
徠	

二
〇
一
〇
年
三
月	

『
語
文
』
九
二
・
九
三　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

近
世
語
学
〝
軽
重
〟
義	
二
〇
一
〇
年
九
月	

�

釘
貫
亨
・
宮
地
朝
子
（
編
）『
こ
と
ば
に
向
か
う
日

本
の
学
知 

名
古
屋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ルCO

E

プ
ロ
グ

ラ
ム
』　

ひ
つ
じ
書
房

「
肩
が
こ
る
」	

二
〇
一
一
年
三
月	

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
三
十
』　

和
泉
書
院

ウ
ェ
ブ
検
索
の
応
用	

二
〇
一
一
年
七
月	

�

荻
野
綱
男
・
田
野
村
忠
温
（
編
）『
講
座
Ｉ
Ｔ
と
日
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本
語
研
究
6
コ
ー
パ
ス
と
し
て
の
ウ
ェ
ブ
』　

明
治

書
院

明
治
中
期
の
回
覧
雑
誌
「
共
究
会
文
章
会
」
附 

魚
住
折
蘆
・
和
辻
哲
郎
遺
文	

二
〇
一
四
年
三
月	

�『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
四　

大

阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

『
韻
鏡
安
見
録
』
と
『
韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
』	

二
〇
一
四
年
六
月	

『
語
文
』
一
〇
二　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

「
ひ
い
や
り
・
ふ
う
わ
り
」
型
か
ら
「
ひ
ん
や
り
・
ふ
ん
わ
り
」
型
へ	

二
〇
一
六
年
三
月	

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
三
十
六
』　

和
泉
書
院

西
郷
隆
盛
は
ど
う
語
ら
せ
ら
れ
て
き
た
か	

二
〇
一
九
年
一
二
月	

『
語
文
』
一
一
三　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

大
正
時
代
の
菊
池
方
言
資
料
『
言
葉
の
栞
』	

二
〇
二
〇
年
三
月	

『
坂
口
至
先
生
退
職
記
念
日
本
語
論
集
』　

創
想
社

昭
和
初
期
、
福
岡
県
直
方
の
方
言
矯
正
書
二
種	

二
〇
二
一
年
三
月	

�

筑
紫
日
本
語
研
究
会
（
編
）『
筑
紫
語
学
論
叢
Ⅲ
―

日
本
語
の
構
造
と
変
化
―
』　

風
間
書
房

近
代
語
資
料
と
し
て
の
『
史
談
会
速
記
録
』	

二
〇
二
一
年
一
一
月	

�

田
中
牧
郎
・
橋
本
行
洋
・
小
木
曽
智
信
（
編
）

『
コ
ー
パ
ス
に
よ
る
日
本
語
研
究　

近
代
編
』　

ひ

つ
じ
書
房

人
名
に
使
わ
れ
る
漢
字
の
用
法
の
変
化
に
つ
い
て
―
一
字
一
音
（
一
字
一
拍
）
の
読
み
を
中
心
に
―

	

二
〇
二
三
年
一
二
月	

『
語
文
』
一
二
一　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

〈
書
評
・
解
説
〉

〔
書
評
〕
湯
沢
質
幸
著
『
唐
音
の
研
究
』	

一
九
八
九
年
九
月	

『
国
語
学
』
一
五
八　

国
語
学
会

書
評　

国
立
国
語
研
究
所
編
『
太
陽
コ
ー
パ
ス 

雑
誌
『
太
陽
』
日
本
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』、『
雑
誌
『
太
陽
』
に
よ
る
確
立
期
現
代
語
の
研
究
『
太
陽
コ
ー
パ
ス
』
研
究
論
文
集
』

	
二
〇
〇
六
年
一
〇
月	

『
日
本
語
科
学
』
二
〇　

国
立
国
語
研
究
所

（
解
説
）
言
語
か
ら
み
た
近
世
文
化	

二
〇
〇
七
年
七
月	

�

亀
井
孝
・
大
藤
時
彦
・
山
田
俊
雄
（
編
）『
日
本
語

の
歴
史
5 

近
代
語
の
流
れ
』（
復
刊
）　

平
凡
社
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〔
書
評
〕
釘
貫
亨
著
『
近
世
仮
名
遣
い
論
の
研
究
―
五
十
音
図
と
古
代
日
本
語
音
声
の
発
見
―
』	

二
〇
一
〇
年
一
月	

『
日
本
語
の
研
究
』
六
―
一　

日
本
語
学
会

解
説	

二
〇
一
三
年
五
月	

�

松
本
修
『
ど
ん
く
さ
い
お
か
ん
が
キ
レ
る
み
た
い

な
。
方
言
が
標
準
語
に
な
る
ま
で
』　

新
潮
文
庫

書
評　

大
木
一
夫
著
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
日
本
語
史
』	

二
〇
一
四
年
一
一
月	

『
歴
史
言
語
学
』
三　

日
本
歴
史
言
語
学
会

解
説	

二
〇
一
八
年
一
月	

井
上
ひ
さ
し
『
新
版 

国
語
元
年
』　

新
潮
社

〈
学
会
時
評
〉

研
究
資
料
（
史
的
研
究
）（〈
特
集
〉
２
０
０
４
年
・
２
０
０
５
年
に
お
け
る
日
本
語
学
界
の
展
望
）

	

二
〇
〇
六
年
七
月	

『
日
本
語
の
研
究
』
二
―
三　

日
本
語
学
会

研
究
史
（〈
特
集
〉
２
０
１
０
年
・
２
０
１
１
年
に
お
け
る
日
本
語
学
界
の
展
望
）	

二
〇
一
二
年
七
月	

『
日
本
語
の
研
究
』
八
―
三　

日
本
語
学
会

〈
辞
典
・
事
典
類
〉

声
母
・
韻
字
・
韻
尾
・
韻
脚
・
韻
母
・
韻
目
表
・
畳
韻
・
通
韻
・
押
韻
・
二
百
六
韻
・
平
水
韻
・
三
十
六
字
母
・「
漢
字
三
音
考
」・「
字
音
仮
字
用
例
」・「
漢
呉
音
図
」

	

一
九
九
六
年
一
月	

佐
藤
喜
代
治
（
編
）『
漢
字
百
科
事
典
』　

明
治
書
院

「
筑
紫
方
言
」・「
浜
荻
（
筑
紫
）」・「
菊
池
俗
言
考
」	

二
〇
〇
七
年
一
月	

�

飛
田
良
文
ほ
か
（
編
）『
日
本
語
学
研
究
事
典
』　

明

治
書
院

岡
井
慎
吾
・
韻
学
・
圏
発
・
字
訓
・
字
典	

二
〇
〇
九
年
五
月	

�

前
田
富
祺
・
阿
辻
哲
次
（
編
）『
漢
字
キ
ー
ワ
ー
ド

事
典
』　

朝
倉
書
店

「
音
韻
日
月
燈
」・「
音
韻
断
」・「
漢
呉
音
図
」・「
浜
荻
（
筑
紫
）」・
江
村
北
海
・
太
田
全
齋
・
岡
島
冠
山

	

二
〇
一
四
年
一
一
月	

�

佐
藤
武
義
・
前
田
富
祺
（
編
）『
日
本
語
大
事
典
』　

朝
倉
書
店

「
於
乎
軽
重
義
」・
太
田
全
斎
・
大
矢
透
・「
漢
字
三
音
考
」・「
傭
字
例
」	

二
〇
一
八
年
一
〇
月	

�

日
本
語
学
会
（
編
）『
日
本
語
学
大
辞
典
』　

東
京
堂
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出
版

語
種
・
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
・
混
種
語
・
語
彙
の
変
化	

二
〇
二
四
年
七
月	

�

金
水
敏
（
編
）『
よ
く
わ
か
る
日
本
語
学
』　

ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房

〈
そ
の
他
〉

旧
仮
名
遣
変
換
に
つ
い
て	

一
九
九
一
年
一
二
月	

�『
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
』
一
〇　

情
報

処
理
語
学
文
学
研
究
会

人
文
系
ｗ
ｗ
ｗ
ペ
ー
ジ
の
試
み	

一
九
九
七
年
二
月	

�『
福
井
大
学
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

N
ET
W
O
RK

』
一
〇
―
四　

福
井
大
学
情
報
処
理

セ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
（
特
集
・
こ
と
ば
を
調
べ
る
）	

一
九
九
七
年
一
〇
月	

『
日
本
語
学
』
一
六
―
一
二　

明
治
書
院

日
本
語
研
究
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状
に
つ
い
て	

一
九
九
七
年
一
二
月	

『
人
文
学
と
情
報
処
理
』
一
五　

勉
誠
社

文
学
研
究
者
の
情
報
発
信	

一
九
九
八
年
一
月	

『
本
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
三　

ト
ラ
ン
ス
ア
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
26
）
こ
と
ば
遊
び
と
遊
び
の
こ
と
ば	

二
〇
〇
〇
年
二
月	

『
言
語
』
二
九
―
二　

大
修
館
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
29
）
書
く	

二
〇
〇
〇
年
五
月	

『
言
語
』
二
九
―
五　

大
修
館
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
32
）
日
本
語
学
史
と
資
料
の
複
製	

二
〇
〇
〇
年
八
月	

『
言
語
』
二
九
―
八　

大
修
館
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
35
）
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
の
第
3
・
第
4
水
準	

二
〇
〇
〇
年
一
一
月	

『
言
語
』
二
九
―
一
一　

大
修
館
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
38
）
論
文
デ
ー
タ
と
学
会
ペ
ー
ジ	

二
〇
〇
一
年
二
月	

『
言
語
』
三
〇
―
二　

大
修
館
書
店

複
製
本
と
電
子
化	
二
〇
〇
一
年
三
月	

『
か
り
ん
』
三
二　

福
井
大
学
附
属
図
書
館

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
41
）
辞
書
・
検
索	
二
〇
〇
一
年
五
月	

『
言
語
』
三
〇
―
五　

大
修
館
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
44
）
聞
く	

二
〇
〇
一
年
八
月	

『
言
語
』
三
〇
―
八　

大
修
館
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
（
47
）
日
本
語
で
…
…	

二
〇
〇
一
年
一
一
月	

『
言
語
』
三
〇
―
一
一　

大
修
館
書
店
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日
本
語
学
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方 （
特
集
・
今
ど
き
の
日
本
語
学
入
門
）	

二
〇
〇
五
年
四
月	

『
日
本
語
学
』
二
四
―
四　

明
治
書
院

「
漢
字
文
化
圏
」
と
は	

二
〇
〇
六
年
三
月	

�『2004-2005

年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

共
同
研
究
報
告
書　

台
湾
に
お
け
る
日
本
文
学
・

国
語
学
の
新
た
な
可
能
性
』　

「
積
ん
読
」
の
語
誌	

二
〇
〇
八
年
一
二
月	

�

南
陀
楼
綾
繁
＆
積
ん
読
フ
レ
ン
ズ
『
山
か
ら
お
宝　

本
を
積
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
』　

け

も
の
み
ち
計
画

私
が
勧
め
る
こ
の
一
冊
（
第
21
回
）『
近
世
的
表
現
』
中
村
幸
彦
【
著
】	

二
〇
一
一
年
一
月	

『
日
本
語
学
』
三
〇
―
一　

明
治
書
院

（
共
著
）
電
子
化
が
望
ま
れ
る
近
代
語
資
料
探
索
―
日
本
語
史
を
研
究
す
る
大
学
院
生
の
報
告
か
ら
―

	

二
〇
一
二
年
一
〇
月	

�『
近
代
語
コ
ー
パ
ス
設
計
の
た
め
の
文
献
言
語
研
究

成
果
報
告
書
』　

国
立
国
語
研
究
所

（
共
著
）
近
代
語
コ
ー
パ
ス
の
構
築
と
活
用
に
向
け
て
（
日
本
語
学
会
２
０
１
２
年
度
秋
季
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
発
表
要
旨
）

	

二
〇
一
三
年
四
月	

�『
日
本
語
の
研
究
』
九
―
二　

日
本
語
学
会

（
共
著
）
イ
ロ
ハ
韻
の
展
開
（
日
本
語
学
会
２
０
１
４
年
度
秋
季
大
会
研
究
発
表
会
発
表
要
旨
）

	

二
〇
一
四
年
一
〇
月	

『
日
本
語
の
研
究
』
一
一
―
二　

日
本
語
学
会

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
日
本
古
典
籍
―
善
本
解
題
【
国
語
学
】	

二
〇
一
五
年
五
月	

�

大
高
洋
司
・
陳
捷
（
編
）『
日
韓
の
書
誌
学
と
古
典

籍
』　

勉
誠
出
版

（
共
著
）
日
本
語
の
先
端
的
な
動
向
の
解
明
と
、
そ
の
た
め
の
新
し
い
資
料
論
（
日
本
語
学
会
２
０
１
８
年
度
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
）

	
二
〇
一
九
年
四
月	

『
日
本
語
の
研
究
』
一
五
―
一　

日
本
語
学
会

（
共
著
）
近
代
の
作
文
資
料	

二
〇
一
九
年
五
月	

い
ち
ょ
う
祭
展
示
会
・
展
示
目
録
・
解
説

訓
点
資
料
研
究
に
期
待
す
る
こ
と　

語
彙
史
研
究
の
立
場
か
ら	

二
〇
二
一
年
三
月	

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
四
六　

訓
点
語
学
会

雑
録　

懐
徳
堂
の
登
場
す
る
小
説
な
ど	

二
〇
二
五
年
一
月	

『
懐
徳
』
九
三　

懐
徳
堂
記
念
会
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